
 

  【学内応募手続き】 

  申請書類（学内用）の受付期間とオンライン申請の受付期間は異なりますのでご注意ください。 

 

  1. 申請書類（学内用）等の提出（提出期間：12月～1月 20日（水）〆切） 

   トビタテ！留学 JAPAN～日本代表プログラム～ 募集要項等を確認のうえ，以下の書類を所属する学部・ 

  研究科支援室に提出してください。 

   なお，留学計画は「在籍大学が教育上有益な学修活動として認める」ことが要件となっていますので， 

  留学計画（概要）を作成後，指導教員等に必ず確認してもらい，奨学金申請書（学内）に署名をして 

  もらってください。 

   学内申請書類を提出した学生のみ，オンライン申請を受け付けます。 

   申請書類提出締切日は，各学部・研究科により異なりますので，事前に支援室に必ず確認してください。 

  締切日を過ぎてからの申請書類は原則として受け付けませんので，ご注意ください。 

   <<提出書類>> 

◆ 奨学金申請書（学内用） 

◆ 留学計画（概要） 

◆ 収入・所得を証明する書類（源泉徴収票，課税（非課税）証明書等）の写し 

◆ 留学先機関の受入許可証等，留学計画の実現性を証明できる文書等の写し 

      ※申請時に用意できている場合のみ提出 

 

  2. 申請コースの確認，及びキーコードのお知らせ（1月下旬） 

   日本学生支援機構第二種奨学金の家計基準を超えない場合は「大学全国コース」，家計基準を超える場合 

  は「大学オープンコース」への申請となります。 

   提出書類を確認したうえで，所属学部・研究科支援室よりメールにて申請コース，及びオンライン申請に 

  必要なキーコードをお知らせします。 

   なお，オンラインで入力する計画書については，事前にトビタテ！のウェブサイトより「留学計画書 

  （記入例）PDF」をダウンロードし，記入項目を確認，下書きを作成するなど必ず準備をしておいてください。 

 

  3. オンライン申請（1月下旬～2月 15日（月）） 

   申請コース，キーコードの通知を受けた方は，トビタテウェブサイトよりオンライン申請のサイトに 

  ログインし，期限までに手続きを行ってください。 

   ※入力及び申請方法については，「留学計画書（記入例）」を参照してください。 

   ・注 1. 写真のファイル形式は，JPG/JPEG/PNGで 1MB以内に縮小してください。 

   ・注 2. 自由記述書（A4サイズ 2ページ），及び受入許可書等は PDFファイルにし，登録。 

   ・注 3.未来テクノロジー人材枠への応募者は，上記書類と併せて，学習状況や成果・実績を証明する 

書類を提出してください。また，推薦状を提出する場合は，記載いただく内容について確認し， 

作成してもらってください。 

※ファイルサイズは合計 2MB以内に収まるよう作成してください。 

 

  4. 申請内容の確認 

   期限までに入力された留学計画内容を大学担当者が確認し，不備や加筆・修正等がある場合 

  には，オンラインシステムを通じて申請データを差し戻しますので，該当項目を確認のうえ 

  修正等をしてください。 

 

                     【問い合わせ先】 

                       国際室国際部グローバル化推進グループ 

                       TEL 082-424-4609 

                       E-mail: kokusai-ryugaku@office.hiroshima-u.ac.jp 
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  【応募にあたっての注意事項】 

 

「官民協働海外留学支援制度～トビタテ！留学 JAPAN日本代表プログラム～」に申請を 

希望する場合には，募集要項にある申請要件等を必ず確認してください。 

 

1. 家計基準（収入・所得の上限額）により申請できるコースが異なりますので，申請時には必ず 

該当する年の収入・所得が確認できる書類の写しを提出してください。 

・「大学全国コース」・・・日本学生支援機構第二種奨学金の家計基準を満たす学生 

・「大学オープンコース」・・・日本学生支援機構第二種奨学金の家計基準を超える学生 

2. 本支援制度で留学する場合，留学終了後まで卒業又は学位取得を目的とした課程に在籍して 

 いることが必須条件となります。卒業等により途中で在籍しなくなった場合は，採用の取り 

 消しや支給している奨学金等の返納が求められますので注意してください。 

3. 留学計画は，「在籍大学が教育上有益な学修活動として認め，派遣を許可する。」ことが要件と 

 なっています。申請書・留学計画（概要）を作成後，指導教員等に必ず確認をしてもらい， 

 奨学金申請書（学内用）に署名をもらってください。 

4. 本支援制度は，「学生自らが立案・作成した留学計画」となっていますが，大学が提供している 

 留学プログラムを利用し，そこに自身が計画した実践活動を含めた留学計画も対象となります。 

5.「実社会との接点から学びを得る」という観点から，主体的な実践活動を含めた留学計画を 

 立ててください。 

 「実践活動」は，実践活動先（受入機関）や活動内容の詳細を問うよりも，応募動機や将来の 

 ビジョン，留学のミッションに沿った活動内容（テーマ，目的，期間等）が重視されます。 

 （実践活動とは，インターンシップ，フィールドワーク，ボランティア，PBL（Project Based- 

 Learning）等，趣旨に沿う多様な学修活動） 

6.  申請時に留学先機関からの受入許可書等がなくても申請は可能ですが，留学開始前までに 

 受入先（留学先）機関が確保できること。 

  なお，申請時に留学先機関の受入許可書等やすでに留学先機関と受入について交渉している 

 ことがわかるメール文等，留学計画の実現性を証明できる文書の写しを提出できる場合には 

 加点対象となります。 

7.  やむを得ない事情により申請時の計画内容から変更が生じる場合には，変更申請の手続きを 

 とる必要があります。変更後の計画内容によっては再審査の対象となり，必ずしも承認される 

 とは限りません。また，内容によっては，採用取消しになる場合もありますので，安易な変更 

 をすることがないよう留学計画・内容について熟考してください。 

  なお，選考期間中に変更が生じた場合も，本奨学生として採用された後，変更手続きをする 

 ことになります。 

8.  本奨学金に採用された場合，大学として派遣学生に対して適切な危機管理体制をとる必要が 

 あることから，大学が指定する海外旅行保険への加入を義務付けています。 

    また，留学先の国や地域の安全上の状況によっては，大学として派遣の中止，延期または帰国 

   勧告を決定する場合もあります。 

    なお，応募時点で外務省海外安全情報が「レベル 2」以上であっても応募可能ですが，留学 

開始時及び開始後に「レベル 2」以上となった場合は，奨学金の支給対象外となりますので 

ご了承ください。 


